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町
内
会
主
催
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
は
７
月
に
２
回
、
８
月
は

４
回
実
施
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
各
団
体
よ
り
延
べ

96
人
の
皆
様
が
参
加
し
ま
し

た
。  

一
回
の
参
加
人
数
は
12

人
〜
15
人
、
毎
回
吉
備
交
番
の

方
に
も
２
〜
３
人
参
加
し
て
頂

き
、
一
緒
に
歩
い
た
り
、 

パ
ト
カ
ー
で
回
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
二
班
に
分
け
る
と
と
も
に
、

町
内
を
東
西
分
け
て
、
途
中
、

集
会
所
で
休
憩
し
、
巡
回
し
ま

し
た
。 

重
点
場
所
は
き
き
ょ

う
・
あ
か
ね
の
両
公
園
、
コ
ン

ビ
ニ
付
近
、
野
花
大
橋
の
高
架

下
と
し
ま
し
た
。 

 

全
員
が
防
犯
と
名
前
が
入

っ
た
帽
子
を
か
ぶ
り
、
夜
行
タ

ス
キ
を
か
け
、
防
犯
の
腕
章
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
何
人
か
は

警
察
か
ら
貰
っ
た
メ
ッ
シ
ュ

の
防
犯
チ
ョ
ッ
キ
を 

着
用
し
ま
し
た
。 

 

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
戸
締
ま

り
、
車
の
鎖
状
な
ど
の
防
犯
と

防
火
を
訴
え
、
重
点
場
所
を
中

心
に
く
ま
な
く
町
内
を
回
り

ま
し
た
。
公
園
で
花
火
を
し
て

い
る
人
に
は
片
付
け
を
お
願

い
し
ま
し
た
。 

 

陵
南
学
区
と
し
て
毎
月
１
回
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

花
尻
町
内
会
と
し
て
も
８
月

28
日
（
日
）
の
合
同
役
員
会
の
中

で
引
き
続
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

具
体
的
な
実
施
日
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
ご
連
絡
致
し

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

こ
の
度
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

パ
ト
ロ
ー
ル
の
前
に
コ
ー
ス
、
班
編
成
等

の
打
合
せ
を
行
い
、
長
櫓
副
会
長
よ
り

説
明
を
聞
く
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
者
の
皆

さ
ん
。 

吉
備
交
番
か
ら
も
毎
回
、
２
〜
３
人
の
警

察
の
方
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

集会所を出発し、巡回に向かう参加者のみなさん 

町内を一巡し、休憩をする参加者の皆さん 

 

８
月
21
日
（
日
）
朝
降
っ
て
た
雨

も
掃
除
が
始
ま
る
午
前
10
時
前
に

は
や
み
、
各
団
体
よ
り
40
人
が
参
加

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
外
回

り
は
親
和
会
や
町
内
役
員
の
男
性

が
受
け
持
ち
、
内
部
は
婦
人
部
を
始

め
と
す
る
女
性
が
受
け
持
ち
ま
し

た
。 

 

外
回
り
は
夏
草
や
樹
木
が
生
い

茂
っ
て
お
り
、
鎌
や
鍬
で
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
２
Ｆ

と
１
Ｆ
は
各
団
体
の
女
性
が
担

当
し
、
清
掃
し
ま
し
た
。 

 

２
Ｆ
の
会
議
室
で
は
身
を
乗

り
出
し
て
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
、
床

の
マ
ッ
プ
掛
け
を
行
い
ま
し

た
。 

 

１
Ｆ
の
調
理
室
、
和
室
、
ト

イ
レ
等
も
雑
巾
や
マ
ッ
プ
掛

け
、
和
室
は
掃
除
機
等
で
清
掃

を
行
い
、
大
変
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。 

 

午
前
10
時
30
分
過
ぎ
に
は

掃
除
も
終
わ
り
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
と
パ
ン
が
全
員
に
配
ら

れ
、
解
散
し
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
外
の
清
掃
を
す
る

親
和
会
や
町
内
会
役
員
の
皆
さ
ん 
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こ
の
区
間
で
は
吉
備
線
の
か

さ
上
げ
と
南
に
約
10
ｍ
の
移

設
、
仮
設
道
路
の
整
備
、
み
ど

り
町
地
内
の
用
水
の
改
修
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

町
内
会
と
し
て
は
今
後
、
県

民
局
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

整
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後

日
、
県
か
ら
の
説
明
を
受
け
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

ご
み
は
岡
山
市
、
西
署
に
連

絡
し
て
持
ち
込
み
者
を
調
べ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
定

で
き
れ
ば
、
当
然
罰
則
の
対

象
に
な
り
ま
す
。 

絶
対
に

不
法
投
棄
は
し
な
い
で
下
さ

い
。 

 

も
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
る
現
場
を
見
ら
れ
た
場
合

は
人
物
の
特
徴
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
覚
え
て
町
内
会
三
役

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

皆
様
の
協
力
で
き
れ
い
で

清
潔
な
街
づ
く
り
を
し
ま
し

ょ
う
。 

 

笹
ヶ
瀬
川
改
修
工
事
が

８
月
よ
り
野
花
大
橋
、
新

幹
線
高
架
下
ま
で
の
間
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の

度
の
工
事
は
現
在
の
堤
防

を
強
化
明
日
す
る
工
事
で

す
。 

そ
れ
に
伴
い
、
今

ま
で
通
れ
た
堤
防
上
の
道

路
は
橋
と
の
高
さ
が
保
た

れ
な
く
な
る
た
め
、
通
行

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

 

工
期
は
今
年
度
中
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
ご
了
解
下

さ
い
。 

 

ま
た
、
こ
の
工
事
完
成

後
は
一
番
の
難
関
と
言
わ

れ
て
い
る
比
丘
尼
橋
か
ら

野
花
大
橋
ま
で
の
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。 

工事の始まった笹ヶ瀬川改修事業 野花大橋より南を望む 

花
尻
子
ど
も
会 

 

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操 

 

恒
例
の
子
ど
も
達
に
よ
る

ラ
ジ
オ
体
操
は
７
月
・
８
月

の
各
１
週
間
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

会
場
場
所
で
あ
る
花
尻
あ

か
ね
公
園
・
き
き
ょ
う
公
園

に
は
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
る

午
前
６
時
30
分
前
に
は
約
１

２
０
人
の
子
ど
も
達
や
親
が

集
ま
り
、
６
時
30
分
か
ら
ラ

ジ
オ
に
合
わ
せ
て
、
体
操
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

  

体
操
終
了
後
、
並
ん
で
そ

れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
出
席

簿
に
６
年
生
か
ら
は
ん
こ
を

押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

連
日
、
暑
い
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
体
操
の
ご
指
導
頂

い
た
則
武
虎
政
親
和
会
会
長

さ
ん
に 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
近
、
ご
み
の
不
法
な
持
ち
込

み
が
増
え
て
い
ま
す
。
写
真
の
よ

う
な
産
業
廃
棄
物(

溜
ま
す
等
に

溜
ま
っ
た
汚
泥
と
見
ら
れ
る)

や

布
団
や
大
型
オ
モ
チ
ャ
、
自
転
車

な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
、
空
き
缶
や
空

き
瓶
な
ど
の
資
源
化
物
な
ど
が
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
廃
棄
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

空
き
缶
や
空
き
瓶
以
外
は
全
て

不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

空
き
缶
・
空
き
瓶
は
月
一
回
の
資

源
化
物
収
集
の
日
に
出
す
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
日
に

は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。 

 

今
年
も
お
盆
に
精
霊
送
り
が

厳
か
な
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

会
場
で
あ
る
あ
か
ね
公
園
に

は
お
盆
に
お
供
え
し
て
い
た
も

の
や
提
灯
な
ど
が
次
々
と
持
ち

込
ま
れ
、
机
の
上
に
置
い
た
後
、

隣
接
に
設
置
さ
れ
た
線
香
と
ロ

ー
ソ
ク
立
て
に
線
香
、
ろ
う
そ

く
を
立
て
、
静
か
に
手
を
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
６
時
30
分
か
ら
始
ま
っ

た
精
霊
送
り
は
午
後
８
時
30
分

ま
で
行
わ
れ
、
三
町
内
（ 

花
尻
、

白
石
、
白
石
西
）
か
ら
多
く
の

町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 
当
番
に
だ
っ
た
白
石
町
内
会

の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ど
う
に
か
な
ら
ぬ
か
！
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄 

 

不
法
投
棄
者
を
見
ら
れ
た
ら
警
察
に
通
報 

精
霊
送
り
厳
か
に
行
わ
れ
る 

あ
か
ね
公
園
に
は
多
く
の 

 
 
 

お
供
え
物
が
集
ま
る 

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
産
業
廃
棄
物
が

持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 
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初
日
の
８
月
５
日(

金)

納
涼

花
火
大
会
が
旭
川
河
原
で
行
わ

れ
、
約
５
０
０
０
発
の
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
約
30
万
人
の

観
客
は
華
麗
な
花
火
に
拍
手
と

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
８
月
６
日(

土)

に
は

岡
山
ド
ー
ム
で
の
う
ら
じ
ゃ
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
、
午
後
か
ら
は

市
役
所
筋
で
各
団
体
が
参
加
し

て
パ
レ
ー
ド
や
踊
り
、 

「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま

つ
り
」
（
岡
山
県
、
岡
山

市
、
岡
山
商
工
会
議
所
、

岡
山
市
観
光
協
会
等
が

主
催
）
は
８
月
５
日
、「
納

涼
花
火
大
会
」
で
開
幕

し
、
６
日
の
「
桃
太
郎
踊

り
」
、
７
日
、「
う
ら
じ
ゃ

踊
り
」
ま
で
の
三
日
間
、

連
日
暑
い
日
で
し
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
90

万
人
の
市
民
が
集
い
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
行
進
が

行
わ
れ
、
沿
道
の
観
客
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
に
続
き
、
韓
国

の
富
川
市
と
台
湾
の
新
竹
市
の

市
民
も
民
族
衣
装
で
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

７
日
の
最
終
日
に
は
「
う
ら

じ
ゃ
踊
り
」
の
パ
レ
ー
ド
や
総

踊
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

総
踊
り
に
は
踊
り
連
150
団

体
、
約
四
千
六
百
人
が
参
加
。

奇
抜
な
メ
ー
ク
と
衣
装
の
『
鬼
』

た
ち
の
踊
り
に
観
衆
も
踊
り
手

と
一
体
に
な
っ
て
加
わ
り
、「
う

ら
じ
ゃ
」
の
大
合
唱
。
全
員
が

感
動
を
共
有
し
、
最
高
潮
の
内

に
閉
幕
し
ま
し
た
。 

吉
備 

陵
南
木
堂
ふ
る
さ
と 

 

ま
つ
り
に
２
千
人
が
集
う
！

  
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
30

日
（
土
）
吉
備
中
学
校
に
於
い

て
吉
備
商
工
会
青
年
部
主
催
の

「
吉
備
・
陵
南
木
堂
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
が
住
民
約
２
千
人
が

集
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

吉
備
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
グ
ル
ッ
と
取
り
囲
む
よ
う
に

夜
店
が
並
び
、
ど
の
店
も
人
で

溢
れ
大
繁
盛
で
し
た
。 

 
ま
た
、
真
ん
中
の
や
ぐ
ら
を

を
中
心
に
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

抽
選
会
に
入
っ
た
午
後

９
時
前
に
は
広
い
グ
ラ
ン
ド
は

人
で
埋
ま
り
、
高
位
賞
品
が
当

た
る
た
び
に
拍
手
と
歓
声
が
起

こ
り
ま
し
た
。 

多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
吉
備
商
工
会
青
年

部
主
催
の
「
吉
備
・
陵

南
ま
つ
り
」
の
会
場 

旭川河畔で行われた花火大会には約 30 万人の
市民や観光客が見学に訪れました。(写真上) 桃
太郎パレード・踊りには多くの団体・市民がが参加
しました。約１００人が揃いのゆかた踊る連合婦人
会の皆さん。(写真中) 町内の夏まつりで「うらじゃ
踊り」の指導をしてくれた「さわら連の皆さんも三
日目のうらじゃ踊りに参加し、見事な踊り披露しま
した。(写真下) 
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９
月
11
日
（
日
）
は
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。 

棄
権
せ
ず
、
必
ず
投
票
に
行
き

ま
し
ょ
う
。 

  

８
月
８
日
の
解
散
に
よ
る
衆

議
院
議
員
総
選
挙
が
９
月
11
日

（日
）に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

投
票
時
間
は
午
前
７
時
よ
り

午
後
８
時
ま
で
で
す
。 

 

投
票
場
所
は
陵
南
小
学
校
体

育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

投
票
で
き
る
人
は
①
日
本
国

民
で
あ
る
こ
と
。
②
満
20
歳
以

上
（
昭
和
60
年
９
月
12
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）
。
③
引
き
続
き

３
ヶ
月
以
上
岡
山
市
に
住
所
の

あ
る
こ
と
。
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

当
日
投
票
で
き
な
い
人
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

 

投
票
期
間
は
８
月
31
日
（
水
）

か
ら
９
月
10
日
（
土
）
で
す
。
（
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は

９
月
４
日
か
ら
10
日
で
す
） 

 

投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
。 

 

投
票
場
所
は
吉
備
支
所
か
岡

山
市
保
健
福
祉
会
館
９
Ｆ
で

す
。 

 

持
参
す
る
物
は
入
場
券
で
す
。 

 

お
問
い
合
せ
先 

岡
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局 

 

℡
〇
八
六
（八
〇
三
）一
〇
〇
〇 

 
 

内
線
四
八
〇
六
、
四
八
〇
七 

 

全
国
で
展
開
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
９
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
30
分
ま
で
２
回
に
分
け
て
集
会
所
で
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」
を
開
催
致
し
ま
す
。 

 

去
る
８
月
28
日(

日)

午
後
６
時
よ
り
集
会
所
に
於
い
て
第

２
回
合
同
役
員
会
を
開
催
し
、
次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
決
め
ま
し
た
。 

①
町
内
会
主
催
『
敬
老
会
』
は
９
／
19
（
祝
）
に
集
会
所
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
対
象
年
齢
は
70
歳
〜
79
歳
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
８
月
30
日
に
関
係
者
が
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

い
敬
老
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

②
学
区
体
協
主
催
『
学
区
民
体
育
大
会
』
は
９
／
25
（
日
）
【
予

備
日
は
10
／
２
（
日
）
】
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
３
年
連
続
競
技

の
部
の
優
勝
、
応
援
の
部
の
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

広
く
出
場
選
手
を
求
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
到
着
次
第
各
家
庭
に
配
布
致
し
ま
す
。

 

そ
し
て
、
当
日
の
応
援
も
宜
し
く
い
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

③
町
内
会
主
催
『
秋
ま
つ
り
』
は
10
／
８
（
土
）
・
９
（
日
） 

予
備
日
は
10
（
祝
）
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
（
市
長
選
が
10
月

２
日 

告
示
、
10
月
９
日 

投
票
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
秋
ま
つ
り

は
行
い
ま
す
。
） 

◎
一
日
目
（
10
／
８
）
は
午
前
10
時
よ
り
お
宮
で
神
事
、
各
団

体
の
代
表
者
の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
神
主
さ
ん
も
来

ら
れ
ま
す
。
午
後
３
時
か
ら
は
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
を

行
い
ま
す
。
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
準
備
は
午
後
１
時
よ

り
集
会
所
前
で
行
い
ま
す
の
で
、
役
員
の
方
は
ご
出
席
下
さ
い
。

 

ま
た
、
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
時
に
は
多
く
の
方
の
お

出
迎
え
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

夜
は
き
き
ょ
う
公
園
で
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
お

揃
い
で
お
越
し
下
さ
い
。
夜
店
も
多
数
出
店
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

◎ 

二
日
目
（
10
／
９
（
日)

）
は
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
で
す
。

お
宮
に
も
多
く
の
方
の
ご
参
拝
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎ 
 

 

な
お
、
『
こ
の
秋
ま
つ
り
は
皆
様
の
奉
納
金
（
寄
付
金
）
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
、
お
宮
の

子
ど
も
相
撲
の
時
に
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
日
間
、
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
役
員
ま
で
お
預
け

頂
い
て
も
結
構
で
す
。
何
と
ぞ
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
』 

⑤
秋
の
『
町
内
一
斉
清
掃
』
は
10
月
23
日
（
日
）
に
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
は
別
途
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

⑥
引
き
続
き
、
『防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を
月
１
回
行
い
ま
す
。 

 

⑦
陵
南
小
学
校
姉
妹
校
（
中
国
洛
陽
市
申
窪
村
小
学
校
）
交
流
実

行
委
員
会
が
去
る
８
月
４
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
基
づ
き
、
会
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

尚
、
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

以
上
が
第
２
回
合
同
役
員
会
の
協
議
事
項
で
し
た
。 

 

町
民
皆
様
の
各
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
日
時 

９
月
17
日
（土
） 

 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
と
午
後
７
時
30
分
の
２
回 

★
場
所 

町
内
集
会
所 

 

★
定
員 

各
回
と
も
先
着
40
名 

★
申
込
方
法 

９
月
10
日
ま
で
に
楠
木
会
長
あ
て
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。 

④
町
内
会
主
催
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」
を
次
の
よ
う
に
開
催

致
し
ま
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
簡
単
に
使
え
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
す
っ
か
り
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
迷
惑
メ
ー
ル
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
い
っ

た
詐
欺
犯
罪
を
始
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
デ
ー
タ
の
破
壊
、
個
人
情

報
の
流
出
な
ど
の
危
険
も
い
っ
ぱ
い
。
悪
質
な
サ
イ
ト
も
た
く
さ
ん
存

在
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
教
室
は
「
ウ
イ
ル
ス
っ
て
何
？
」
「
自
分
の
個
人
情
報
を
相
手
に
教

え
る
と
？
」
「
ネ
ッ
ト
上
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
信
じ
て
い
い
の
？
」
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
楽
し
く
使
う
た
め
に
、
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
を
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
人
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
込
下
さ
い
。 


